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文部科学省未来医療研究人材養成拠点形成事業 

地方と都会の大学連携ライフイノベーション 

平成25~26年度活動報告（予定のものも含む） 

•2013.10.25 キックオフ会議 

       第１回ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ会議 

•2013.11.6 第１回総合医セミナー 

•2013.11.28 認知症セミナー 

•2013.12.4 第２回コーディネータ会議 

•2014.1.15 事業概要学内説明会 

•2014.1.23 第３回コーディネータ会議 

      ３大学合同FD（長谷川教授） 

•2014.1.28 鑑別診断道場開催 

•2014.2.7 島大病院総合医セミナー 

•2014.2.9   ICLS研修会 

•2014.3.12 医療統計講義（佐藤教授） 

•2014.3.13 第４回コーディネータ会議 

•2014.3.1   地域医療政策学講座設置 

•2014.3.28 コンソーシアム（協議会）設立 

•2014.4.1    指導者養成コース１名入 

•2014.4.1     地域医療教育学特任教授  

•2014.4.1     コース登録者登録開始 

•2014.5.16   総合診療医セミナー 

•2014.6.24   第1回コーディネータ会議 

•2014.7.16   自治医大対象説明会 

•2014.7.23   第１回コンソーシアム会議 

•2014.8.23   島大病院総合医セミナー 

•2014.9.3   オンサイトトレーニング開始（隠岐） 

•2014.9.6     ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ（ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ）参加 

•2014.9.16   トゥワイライトセミナー開始（廣瀬） 

•2014.10.1    地域医療政策学講座助教着任 

•2014.10.16  訪問診療ハンズオンセミナー 

•2014.10.17  3大学合同FD（兵庫医大） 

•2014.11.21  島根大総合医セミナー 

•2014.11.22  医療の質安全学会公募ｾｯｼｮﾝ 

•2014.11.29  臨床研究WS 

•2014.12.12  第2回コーディネータ会議 

•2014.12.20  医療経営セミナー 

•2015.2.1      総合診療・地域包括ケアシンポ 

•2014.2.13    第3回コーディネータ会議 

•2015.2.20  島根大総合医セミナー 

•2015.3.2  第１回評価委員会 

コース登録者 
•総合医・内科専門医養成コース：７名 
•総合診療医指導者養成コース（博士）：１名 
•地域包括ケア連携人材養成コース（インテンシブ）：３＋３名 
•地域包括ケア人材養成コース（修士）０＋３名 



文部科学省 未来医療研究人材養成拠点形成事業 

 「地方と都会の大学連携ライフイノベーション」  ・教育プログラム概略（島根大学） 

総合診療医指導者育成コース  

コースの概要  本コースは、臨床医としての高度な専門知識・技能を有するとともに国
際的視野とリサーチマインドを備え、将来、総合診療あるいは地域医療の担い手を指導・
養成することができるリーダー（指導者）を育成することを目的としています。 

コース進学者は、総合診療あるいは地域医療に関連する多くの医療・医学の分野より個
別に研究テーマを設定して研究を行い、博士号取得を目指します。生活習慣病や加齢と
動脈硬化、がん、認知症など地域の医療に密接に関連する疾患についての基礎・臨床
研究や疫学研究、または、本学の研究推進プロジェクトである疾病予知予防研究や生活
習慣病等コホート研究と連携した研究など、進学者の希望に応じたテーマについて研究
を行います。また、指導者として活躍するために必要な教育（人材育成）技能や医療経
済・政策についての専門的知識を修得するとともに、海外研修等を通じて国際的視野の
涵養を図り、世界に通用する人材を育成します。 

大学院医学系研究科博士課程 【４年】   

対象 後期研修医 または 一般医師   

修得可能な資格等 博士（医学）  

総合診療医・内科総合医育成コース  地域包括ケア人材育成コース（医療経営重点）  

地域包括ケア連携人材養成コース 

（インテンシブ ） 

専門研修（後期研修） 【３年】   

対象：後期研修医 または 一般医師   

修得可能な資格等 日本プライマリ・ケア学会専門医・認定医 
                 日本内科学会総合内科専門医  

コースの概要  急速に発展する地域高齢者社会にあって、医療から在宅介護までの多
様なケアニーズに対応でき、医療介護チームの一員として多職種とコミュニケーションが
とれ、かつリーダーシップを発揮でき、医療等のスキルを備え、かつ現場の問題点や課
題を把握し、解決する能力を有する医療人材を育成することを目的としています。 

コース進学者は、急性期医療から慢性期、介護、療養、在宅看取りまでのケア（包括ケ
ア）に対応できる総合的医療を実践できる医師（総合診療医・内科総合医）を目指し、島
根大学医学部付属病院または大田総合医育成センターでの研修を選択することが可能
です。また、多職種の医療従事者とのコミュニケーションが最も重要であることから、研修
に重点を置き、現地指導医や指導者のもと巡回診療（ケア）を実践して、包括ケアのノウ
ハウを習得します。 

大学院医学系研究科修士課程 【２年】   

対象：後期研修医，一般医師， 
医療従事者，施設の事務職等  
修得可能な資格等 修士（医学）  

コースの概要  地域包括ケアを実践する地域高齢者社会にあって、急速に変遷する医
療および介護制度の元で、患者の安全確保と医療の質の向上という最大の命題を課せ
られつつも、限られた医療資源の有効活用の観点から効率的な病院経営を実践できる
能力および包括ケアにおける課題を自ら把握し解決する能力を有する医療人材を養成し
ます。 
島根大学はその地域性から地域医療をミッションとし、医療から在宅まで包括ケアの実
践を求められており、地域包括ケアにおけるマネジメントや病院経営等医療の効率性を
も考慮できる医療人の育成が不可欠であります。このため、地域住民の視点から地域包
括ケアを管理する能力、および医療経営や厚生行政上の問題点を自ら把握し、解決でき
る能力を有する人材を育成します。 

【講義７回以上 実習３回以上】   

対象 医療従事者 または  
医学部学生（主として５，６年生）   

コースの概要  急速に発展する地域高齢者社会にあって、医療から在宅介護までの地
域包括ケアの水準向上を目指し、現場において医療介護チームの一員として多職種とコ
ミュニケーションがとれ、地域包括ケアに関する知識・基本技術を習得し、医療倫理に基
づいた地域包括ケアが実践できる医師及びメディカルスタッフを養成します。 
医療から在宅までの切れ目のないケアを提供する包括ケアにおいては、ケア提供者で
ある多職種の医療従事者のコミュニケーションが最も重要であることから、医師ばかりで
はなく、看護師、理学療法士、ソーシャルワーカー等による講義、演習を履修します。ま
た、実習に重点を置き、現地指導医や指導者のもと巡回診療自動車等を活用して、中山
間地にある包括ケアを提供する医療・介護施設群で実体験による実習と共に兵庫医科
大学による都市部でも包括ケアの実習を受講します。 

7名 0+3名 

1名 3+3名 

医師ばかりでなく，その他の医療従
事者，施設の事務職等医療管理学，
医療経営学を学んで経営に貢献 

地域包括ケアを担うすべての職種
のスキルアップに貢献するとともに
他職種を理解することが可能なプロ

グラムを準備 

大学以外の臨床現場を対象とした
医師が研究に従事することが可能

学位取得をサポート 



平成２６年度 

トゥワイライトセミナー 

第２回 H26.9.30 「廃用症候群・リ
スク管理」ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部 馬庭壮吉 先
生 

第３回 H26.10.7 「ADL評価」 

 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部 助教 酒井康生 先生 

第４回 H26.10.28 「地域包括ケア
における施設の取組み」     
加藤病院 病院長 加藤節司 先生 

第５回 H26.11.4 「地域包括ケアに
おける施設の取組み」      
津和野共存病院 病院長 須山信夫 先生 

第６回 H26.11.18 「地域包括ケア
における施設の取組み」     
津和野共存病院 副院長 飯島献一 先生 

オンサイトトレーニング 

対象：医師・看護師・助産師・臨床検
査技師・放射線技師・介護福祉士等 

実施施設： 

隠岐病院 

津和野共存病院 

邑智病院 

奥出雲病院 

雲南病院 

平成記念病院 

浜田医療センター 

大田市立病院 

出雲市内医療施設 

H26.9.1 隠岐病院 

 



大学以外の遠隔地での研究や学位取得のための連携体制 

・専門医取得のための研修 

・研究・講義 
 

 

島根県の役割 

専門医・学位取得の
ための勤務環境の整備 

 

 

専門医・学位取得 

 

 

自治医大・島根大 

 

 

総合診療医 

各科専門医 

研究者  

 

医師の定着化 

 

 

島根県 

島根大学 

 

 

本学の役割 

学位取得・研究支援体制 

ex.TV会議システムによる講義の配信 

  オンサイトトレーニング 

専門医取得支援体制 

ex.当該診療科での研修，不在時等の支援体制 


